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POS分析で色々な分析ができるのはわかるが、具体的にはどんなことができるのか。どう設定すれば良い
のか。そんなお声にお応えして、「チャンスロス発見」や「店舗別構成比」など、目的別に分析を選べるメ
ニューを新設しました。例えば、ランキング分析画面を表示していても、「オリジナルメニュー(基本)」内「ク
ロスABC(売数×売金)」を選択すれば、一気にクロスABCの分析結果を表示できるというように、
必要な分析をすぐに行なえるメニューです。

アイコンセプトサポートセンター

インフォメーション
Ver17.00

0120-987-571（通話料無料）
受付時間 10:00～12:00，13:00～17:00
土・日・祝日はお休みをいただいております

E-mail iccenter@iconcept.co.jp
http://www.iconcept.co.jp/2009.06.18
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　　　　Ver17.00 お届けしています。是非バージョンアップしてご活用ください！
Ver17.00新機能紹介 第三弾：様々な分析をより簡単に

１．POS分析のデータベースを自動で作成

２．POS分析時のデータ登録・確認をより簡単に

４．選択式の分析メニューを追加

５．自動レポート作成機能を追加

今年は、春先なのに暑い日や、夏前なのに寒い日があったりと、着る服に困る日が多くある気がします。
日本経済のためにも、夏は夏らしく暑く！と願っていますが、どうなるでしょうか。

Ver16.00の新機能として搭載された「POS分析」は、様々な分析ができる反面、設定やデータ登録に手間が
かかるというお声をたくさんいただきました。そこで、Ver17.00では、事前設定やデータ登録、また分析に関
しても大幅に機能を改善し、便利な機能を追加しました。
ここでは、Ver17.00で追加、変更した機能を、データ登録からの手順に沿ってご紹介します。

POSデータを登録する前に、POSデータを蓄積するためのデータベース作成、設定が必要です。以前は
これらを手動で行なっていただいておりましたが、Ver17.00からはデータベース設定（ODBC設定）が行な
われていなければ、自動で作成確認メッセージを表示し、作成から接続設定までをすべてクリック1つで
自動で行なえるようになりました。

以上で設定完了です。
続いて基本データ、
POSデータの登録が
可能です。

POSデータ登録時、関連付けを行なう画面で、既に登録した企業、店舗コードの選択や、POS種別の設
定が可能になりました。また、POSデータ上の商品名もインポートできるようになったため、棚POWERに登
録のない商品でも、POS分析時に商品名を表示できます。
また登録したPOSデータを、メニュー「データ確認」から、確認できるようになりました。

３．分析時の設定をウィザード形式に変更

企業コード，店舗コードは、POSデー

タ上の列コードを指定するか、
「指定」を選択して、マスター登録し
たコードを指定するかが可能です。

≪分析実行≫をクリックすると、下記のような条件設定の選択画面を表示します。

　① 新規に条件設定を行なう （ウィザード形式）
　② 前回分析した内容で条件設定を行なう （前回行なった内容をそのまま反映）
　③ 設定保存した内容で条件設定を行なう （保存した設定ファイルを読込み反映）

新規の設定は、画面説明に沿って条件を選択するウィザード形式を採用しています。

提案書ウィザードでテンプレートの適用を可能に

右上へ続く

他に、独自に設定した分析内容を「お気に入り
メニュー」として登録することもできます。

複数の分析結果をExcelファイルに一括で作成する「自動レポート機能」を新設しました。毎回行なう決まっ
た分析や、使用頻度の高い分析をあらかじめ登録しておき、登録した分析を組み合わせて自由に設定可
能です。この自動レポートの設定を保存しておくことにより、2回目以降は「分析期間」のみの設定だけで同
一内容の分析結果を出力可能です。結果は1ファイル内に分析メニューをシート別に出力します。
POS分析起動画面の≪自動レポート作成≫から使用できます。

棚POWERの各種帳票、分析検証グラフを1ファイル（PPT，Excel）で
出力できる「提案書ウィザード」。Ver17.00からは、Power Point使用
時、各種デザインや企業ロゴなどが入ったテンプレート（*.pot）の使
用が可能になりました。棚POWERから出力する際に企業ロゴなどが
入ったテンプレートを使用することで、出力後のファイル編集作業が
軽減できます。

テンプレートに合わせて余白を設定し、テンプレー
トファイル（*.pot）を呼出して設定します。

≪詳細説明≫をクリッ
クすると、分析内容の
説明と、使用している
計算式を表示します。

※その他バージョンアップ内容はホームページ等でご紹介しております。

ユーザー様専用ページへのアクセス方法

　ダウンロードサイトへのアクセスにはパスワードが必要となり、
バージョンアップＣＤのお届けと同様、正規ユーザー様のみ利用いただくことが可能です。

ユーザー様専用
サポートセンター 無料ダイヤル

０１２０-９８７-５７１

*** 受付時間のお知らせ ***
１０：００～１２：００
１３：００～１７：００
（土日祝日除く）
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第三ステップ･･･現状分析と課題の発見

　　　　　　　 ①　ゾーン区分から何を訴求している棚割なのか判断する
　　 （ゾーン構成のメリハリを観る）

　　　　　　　 ②　数字的裏づけは何をポイントにしているのか
　　　　　　　　 　 （売上高・売上数量・利益率・交差比率　etc）

　　　　　　　 ③　第二ステップ⑤から商圏内他店舗との差異点を整理する
　　　　　　　　 　 　　 ＊棚本数・段数
　　　　　　　　 　 　　 ＊総メーカー数・ブランド数・ＳＫＵ数
　　　　　　　　 　 　　 ＊価格構成
　　　　　　　　 　 　　 ＊ゾーニング手法
　　　　　　　　 　 　　 ＊陳列手法
　　　　　　

　　　　　　　 ④　商圏内競合店舗を設定する

第四ステップ･･･改善のポイントの仮説を立てる
　　　　　　　

　　　　　　　 ①　敵を設定する
　　　　　　　　 　　　 ＊当該提案小売業と競合する小売業
　　　　　　　　 　　　 ＊競合メーカーの設定

　　　　　　　 ②　何を訴求する棚割なのかを明確にする
　　　　　　　　 　　　 ＊競合する店舗との違いは何かを明確に・第三ステップ③の部分
　　　　　　　　 　　　 ＊商品分類とゴンドラ内配置の決定
　　　　　　　　 　　　 ＊棚割図の作成

　　　　　　　 ③　数字的裏づけを明確にする
　　　　　　　　 　　　 ＊売上げ拡大･･･数量・金額
　　　　　　　　 　　　 ＊粗利拡大･･･…額・率
　　　　　　　　 　　　 ＊粗利ＭＩＸ表の作成

④　棚割サンプルの用意（最大ﾊﾟﾀｰﾝ&最多ﾊﾟﾀｰﾝ）
　　　　　　　　 　　　 ＊代表的リージョナル展開企業
　　　　　　　　 　　　 ＊代表的ローカル展開企業
　　　　　　　　 　　　 ＊売場規模別
　　　　　　　　 　　　 ＊業態別
　　　　　　　　 　　　 ＊立地別

第五ステップ･･･棚割シュミレーション

　　　　　　　 ①　提案手法の工夫
　　　　　　　 ②　棚割修正のタイミングの設定　　　　　　
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●サーバー環境をお使いの方へ
Ver17.00にバージョンアップ後、サーバーを直接使用の場合、
またサーバー「DBサーバーインターフェイス」，「自動ダウン
ロード」初回起動時に、「Ver17.00拡張が実行されていません。
Ver17.00拡張を実行します。」と表示します。表示時はそのま
ま≪OK≫をクリックして、ご使用ください。

サポートセンタートピックス No.56

Ｃ：量的分析による提案をする場合のチェックポイント

　　第一ステップ･･･市場データの収集と整理

　　　　　　　　　　　　 ①　商圏内各種データ
　　　　　　　　　　　　 　　 ＊各種商圏内の習慣に関する内容
　　　　　　　　　 　　　　　　　・食生活面
　　　　　　　　　 　　　　　　　・風習面
　　　　　　　　　 　　　　　　　・祭り面
　　　　　　　　　 　　　　　 ＊当該カテゴリーの消費動向に関する内容
　　　　　　　　　 　　　　　 ＊競合店舗に関する内容
　　　　　　　　　 　　　　　　　・業態
　　　　　　　　　 　　　　　　　・企業
　　　　　　　　　　 　　　　　　 ：

　　　　　　　 etc

②　第三者提供データ
　　　　　　　　　　 　　 ＊対象商圏内小売業ＰＯＳデータ
　　　　　　　　　　 　　 ＊ＳＣＩデータ
　　　　　　　　　　 　　 ＊｢食マップ｣の様な食卓メニュー頻度データ
　　　　　　　　　　　 　 ：

etc

③　スキャンパネルデータ

　　　　　　 　 ④　商品イメージデータ

　　　　 　　 ⑤　当該カテゴリー商品マスターデータ

　　第二ステップ･･･得意先データの収集と整理

　　　　　　　　 ①　ＭＤ施策
　　　　　　　　　　 　　 ＊品揃え
　　　　　　　　　　 　　 ＊価格
　　　　　　　　　　 　　 ＊陳列方針
　　　　　　　　　　　　 ：
　 　　　　 etc

②　ＰＯＳデータ

　　　　　　　 ③　現状棚割データ
　　　　　　　　　　 　　 ＊春・夏パターン
　　　　　　　　　　 　　 ＊秋・冬パターン
　　　　　　　　　　 　　 ＊最大パターン
　　　　　　　　　　 　　 ＊最多パターン

●無料オンライン研修会 「POS分析」

表面でもご紹介したPOS分析の概要やデータ登録手順、分析方法等を、動画で詳しくご説明しています。
下記より閲覧可能です。ぜひご活用下さい。（閲覧時には表面のユーザーID，パスワードが必要です。）

　　　http://www.iconcept.co.jp/user/postop.htm

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。

　　　　　　　　

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用の
ID・パスワードを入力の上ご参照ください。

専用ID・パスワードはFAX送信させていただいております
最新の「インフォメーション」をご参照ください。

・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座

　http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.htm

第52回の内容は 「陳列技術 7」 です。

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。

　　　　　　　　

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用の
ID・パスワードを入力の上ご参照ください。

専用ID・パスワードはFAX送信させていただいております
最新の「インフォメーション」をご参照ください。

・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座

　http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.htm

第53回の内容は 「陳列技術 8」 です。


